
日
工
会
６
０
年
の
歩
み
�
１
９
５
０
年
代
～
７
０
年
代

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会
は
日
本
の
金
属
工
作
機
械

製
造
事
業
者
を
会
員
と
す
る
団
体
で
、
工
作
機
械
工

業
の
総
合
的
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
関
連
工
業
の

繁
栄
と
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
１
９
５
１
年
に
創
立
さ
れ
た
。
わ
が
国
の

再
起
へ
の
道
筋
を
切
り
開
く
た
め
、
基
礎
技
術
の
研

究
や
設
備
近
代
化
に
必
要
な
支
援
要
請
と
い
っ
た
努

力
を
続
け
、
次
第
に
成
長
へ
の
基
盤
を
整
え
て
い
っ

た
。
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
獲
得
す
る
ま
で
の
過
程

と
、
生
産
大
国
と
し
て
役
割
を
果
た
す
ま
で
に
発
展

し
た
業
界
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
に
つ
い
て
、
日
工
会

の
活
動
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

年
代

６
０
年
代

７
０
年
代

　　 ２０１１年 平成２３年 １２月１日 木曜日 【広告特集】 （ ）

　
日
工
会
は
終
戦
後
の
混
乱

が
色
濃
く
残
る

年
、
東
日

本
工
作
機
械
協
会
と
関
西
工

作
機
械
協
会
、
そ
れ
に
中
部

工
作
機
械
協
会
の
３
団
体
が

統
合
し
、
会
員

社
で
旗
揚

げ
さ
れ
た
。
東
京
・
銀
座
で

開
か
れ
た
設
立
総
会
で
は
、

初
代
会
長
に
佐
野
茂
日
立
精

機
社
長
を
選
出
、
業
界
団
体

の
誕
生
を
祝
う
と
と
も
に
復

活
に
向
け
て
の
の
ろ
し
を
上

げ
た
。

　
創
立
時
に
事
務
局
長
を
務

め
た
杉
山
一
男
元
日
工
会
副

会
長
は
、
創
立

周
年
を
迎

え
た
節
目
に
そ
の
当
時
を
回

想
し
、
日
刊
工
業
新
聞

年

６
月

日
付
の
紙
面
に
以
下

の
寄
稿
を
寄
せ
て
い
る
。

　
「
工
作
機
械
業
界
を
も
う

い
ち
ど
全
国
団
体
に
再
編

し
、
真
に
工
作
機
械
工
業
の

復
興
と
事
業
の
安
定
を
共
同

目
標
に
、
新
た
な
覚
悟
を
も

っ
て
発
足
し
た
。

中
略

こ
れ
で
日
工
会
は
全
国
工
作

機
械
団
体
と
し
て
、
今
度
こ

そ
末
永
く
生
き
続
け
る
も
の

と
確
信
し
、
こ
の
時
点
で
何

か
混
迷
の
過
去
を
清
算
し
た

よ
う
な
気
持
ち
で
あ
っ

た
」
。
日
工
会
と
い
う
支
柱

を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
枯

死
状
態
に
陥
っ
て
い
た
業
界

が
奮
起
を
誓
い
合
っ
た
だ
ろ

う
情
景
が
伝
わ
っ
て
く
る
と

言
え
る
。

　
日
工
会
が
創
立
し
た
当
時

の
国
内
の
工
作
機
械
工
業

は
、
軍
需
と
い
う
柱
を
失
い

生
産
台
数
が
９
１
３
９
台
、

金
額
で
は
約

億
６
６
０
０

万
円
に
低
迷
。

年
に
は
１

万
８
１
２
０
台
、

億
８
５

０
０
万
円
に
増
加
し
た
が
、

輸
入
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
内
需
に
お
け
る
輸
入

依
存
度
が

％
に
も
達
し
、

国
内
需
要
の
過
半
を
侵
食
さ

れ
る
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ

た
。

年
に
は

万
４
７
０

１
台
、
金
額
で
は
１
０
０
８

億
９
２
０
０
万
円
と
一
段
の

飛
躍
を
み
せ
た
が
、
技
術
レ

ベ
ル
は
欧
米
メ
ー
カ
ー
に
依

然
と
し
て
水
を
空
け
ら
れ
苦

闘
し
た
。

　
こ
の
た
め
業
界
は
、

年

代
か
ら

年
代
に
か
け
て
基

礎
技
術
の
研
究
に
力
を
入
れ

る
と
と
も
に
、
工
作
機
械
先

進
国
と
な
る
欧
米
の
メ
ー
カ

ー
か
ら
技
術
を
貪
欲
に
吸

収
。
こ
の
期
間
に
欧
米
メ
ー

カ
ー
か
ら
技
術
導
入
し
た
件

数
は
約

社
・
１
０
０
件
に

及
ん
だ
。

　
ま
た
、

年
代
に
は
経
済

復
興
に
注
力
す
る
政
府
も
、

低
迷
す
る
需
要
や
海
外
勢
と

の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
工
作

機
械
産
業
に
支
援
策
を
手
当

て
し
、
基
幹
産
業
と
し
て
の

育
成
に
乗
り
出
し
た
。
工
作

機
械
メ
ー
カ
ー
に
外
国
製
の

新
鋭
工
作
機
械
の
調
達
が
可

能
に
な
る
よ
う
資
金
援
助

や
、
重
要
機
械
類
の
輸
入
税

の
免
除
の
ほ
か
、
政
府
系
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
と
い
っ

た
政
策
が
さ
し
の
べ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
研
究
開
発
資

金
の
補
助
金
制
度
の
創
設

や
、
需
要
創
出
の
た
め
の
特

別
償
却
制
度
な
ど
も
政
策
対

応
さ
れ
た
。

　
日
工
会
の
事
業
活
動
も
立

ち
上
が
り
、
創
立
初
年
度
は

米
国
工
作
機
械
調
査
団
を
政

府
や
駐
留
軍
司
令
部
と
連
携

し
て
受
け
入
れ
た
ほ
か
、
輸

出
促
進
活
動
を
展
開
。
米
極

東
購
買
機
関
な
ど
に
働
き
か

け
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

英
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

需
要
調
査
や
貿
易
会
社
と
の

交
流
会
な
ど
を
催
し
た
。
ま

た
、
政
府
に
対
し
設
備
近
代

化
を
後
押
し
す
る
助
成
策
の

申
し
入
れ
や
、
工
作
機
械
用

超
精
密
軸
受
の
日
本
工
業
規

格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

制
定
な
ど
の

研
究
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
で

は
、

年
に
工
作
機
械
等
試

作
３
カ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
戦
時
が
も
た
ら
し
た

開
発
の
空
白
期
間
は
、
国
内

技
術
を
足
踏
み
さ
せ
輸
入
機

と
の
水
準
の
違
い
を
見
せ
つ

け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
３
年
間
に
２
億
８
０
０

０
万
円
の
予
算
が
計
上
さ

れ
、

社
・

機
種
が
補
助

金
交
付
の
選
定
を
受
け
て
技

術
の
国
産
化
を
促
進
し
た
。

ま
た
、

年
に
は
工
作
機
械

技
術
講
習
会
を
立
ち
上
げ
、

全
国
で
国
産
工
作
機
械
の
優

秀
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
展

開
し
た
。

　　　　

年
代
に
入
っ
た
業
界

は
、
日
本
工
作
機
械
輸
出
振

興
会
の
設
立
と
、
日
本
国
際

工
作
機
械
見
本
市

Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ

の
開
催
を
契
機

に
、
市
場
の
拡
大
を
国
内
外

に
求
め
る
動
き
を
活
発
化
さ

せ
た
。
姉
妹
団
体
と
な
る
輸

出
振
興
会
は
、

年
に
社
団

法
人
と
し
て
設
立
。
初
代
理

事
長
に
は
日
工
会
副
会
長
の

牧
野
常
造
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製

作
所
社
長
が
兼
務
し
た
。
国

内
に
限
ら
れ
て
い
た
市
場
を

欧
米
先
進
国
に
も
広
げ
よ
う

と
組
織
化
し
た
も
の
で
、
景

気
の
後
退
局
面
ご
と
に
経
営

基
盤
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
業
界

体
質
を
強
化
す
る
狙
い
が
あ

っ
た
。

　
輸
出
振
興
会
で
は
会
長
に

対
し
貿
易
業
務
や
実
務
手
続

き
な
ど
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
米
・
シ
カ
ゴ
や
ド
イ
ツ

・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
な
ど

に
拠
点
を
開
設
。
広
報
活
動

や
市
場
調
査
、
展
示
会
の
開

催
な
ど
を
手
掛
け
た
。
設
立

の
翌
年
に
は
旧
ソ
連
・
モ
ス

ク
ワ
で
展
示
会
を
開
く
な

ど
、
海
外
見
本
市
の
企
画
や

参
加
な
ど
も
手
配
し
、
国
内

メ
ー
カ
ー
の
国
際
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
外
貨

を
稼
ぐ
た
め
国
を
挙
げ
て
輸

出
の
振
興
に
力
を
入
れ
た
時

期
と
も
重
な
り
、
工
作
機
械

輸
出
は

年
に
初
め
て
１
４

６
億
円
と
１
０
０
億
円
を
突

破
、
輸
出
比
率
は

％
に
な

る
な
ど
国
際
市
場
で
の
日
本

の
存
在
感
が
増
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
国
内
市
場
の
開
拓
と
刺
激

に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、

年
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
の
協

賛
開
催
だ
。
ア
ジ
ア
で
初
の

工
作
機
械
専
門
見
本
市
と
な

り
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
は

大
阪
で
開
か
れ
た
。
会
員
企

業
は
旋
盤
な
ど
４
０
０
機
種

を
超
え
る
マ
シ
ン
を
披
露

し
、
需
要
を
大
き
く
喚
起
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
は
そ
の
後
、
東
京
と

隔
年
で
交
互
に
開
催
し
、
米

国
の
国
際
製
造
技
術
展

Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｓ

、
欧
州
の
欧
州
国

際
工
作
機
械
見
本
市

Ｅ
Ｍ

Ｏ

と
と
も
に
世
界
３
大
見

本
市
に
数
え
ら
れ
る
ま
で
に

発
展
。
技
術
開
発
を
競
い
、

市
場
を
広
げ
る
場
と
し
て
極

め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
て
い
る
。

　　　　

年
代
は
、
日
工
会
が
社

団
法
人
化
さ
れ
る
と
い
う
組

織
に
と
っ
て
大
き
な
事
業
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
と
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
と
い
う
不
況
に
直
面
。

工
作
機
械
の
生
産
は
２
度
に

わ
た
っ
て
大
き
な
後
退
に
直

面
し
た
。
技
術
開
発
面
で
は

国
内
業
界
の
急
成
長
を
決
定

づ
け
る
数
値
制
御
Ｎ
Ｃ
技

術
が
開
発
さ
れ
、
マ
シ
ン
の

高
度
化
が
一
気
に
進
ん
だ
。

　
社
団
法
人
へ
の
改
組
は
、

年
５
月

日
に
開
か
れ
た

通
常
総
会
で
決
議
さ
れ
、
７

月
１
日
に
正
式
発
足
し
た
。

衣
替
え
は
、
米
国
と
の
貿
易

摩
擦
が
く
す
ぶ
り
始
め
て
い

た
こ
と
を
背
景
に
、
通
産
省

当
時

の
指
導
も
あ
っ
て

輸
出
振
興
会
と
一
体
化
す
る

形
で
実
現
し
た
。
移
行
に
あ

た
っ
て
は
、
両
団
体
が
６
月

日
付
で
い
っ
た
ん
解
散

し
、
両
会
に
加
盟
す
る
メ
ン

バ
ー
が
社
団
法
人
と
し
て
の

新
組
織
を
構
成
し
た
。

　
幹
部
人
事
で
は
、
行
政
指

導
の
輸
出
規
制
に
業
界
側
の

対
応
を
整
え
、
輸
出
振
興
会

と
の
一
体
化
に
力
を
注
い
だ

冨
田
環
豊
田
工
機
会
長
が
新

生
・
日
工
会
の
初
代
会
長
に

就
任
。
世
界
の
ひ
の
き
舞
台

へ
の
跳
躍
を
目
指
す
日
工
会

の
基
盤
が
整
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
工
作
機
械
の
生
産
額
は

年
の
７
０
３
億
円
か
ら
急
ピ

ッ
チ
で
上
昇
し
、

年
ま
で

の
５
年
間
で
４
倍
を
超
え
る

３
１
２
３
億
円
に
ま
で
拡
大

し
た
。
し
か
し
、

年
の
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
工
作

機
械
の
国
内
需
要
は
急
激
に

落
ち
込
ん
だ
。
同
年
の
生
産

額
は
前
年
比

％
減
の
２
６

４
４
億
円
に
低
迷
。
さ
ら

に
、

年
の
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
不
況
期

が
再
来
し
、

年
の
生
産
額

は
同

％
減
の
２
３
０
７
億

円
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　
世
界
の
工
作
機
械
産
業
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た

ら
し
た
の
が
国
内
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
Ｎ
Ｃ
化
の
動
き
だ
。

年
に
国
産
第
１
号
の
Ｎ
Ｃ

フ
ラ
イ
ス
盤
が
開
発
さ
れ
た

の
を
皮
切
り
に
、

年
の
第

３
回
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
で
牧
野

フ
ラ
イ
ス
製
作
所
、
日
立
精

機
、
日
立
製
作
所

当
時

か
ら
３
台
の
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス

盤
が
初
出
品
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
Ｎ
Ｃ
化
の
動
き
は
急
加

速
し
、

年
の
第
５
回
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
で
は
１
２
３
台
の

Ｎ
Ｃ
機
が
披
露
さ
れ
、
先
端

技
術
を
襲
っ
た
。

年
代
に

見
舞
わ
れ
た
不
況
を
乗
り
越

え
た
原
動
力
は
Ｎ
Ｃ
機
の
登

場
と
い
え
、
そ
の
後
の
国
内

業
界
の
地
位
向
上
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

っ
た
。

　
特
に
国
内
業
界
は
、
汎
用

は
ん
よ
う

性
の
高
い
旋
盤
と
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

に
Ｎ

Ｃ
化
の
重
点
を
置
い
た
こ
と

や
、
Ｎ
Ｃ
専
門
メ
ー
カ
ー
と

の
分
業
体
制
が
機
能
し
世
界

を
大
き
く
リ
ー
ド
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
政
府
の

支
援
も
効
果
を
上
げ
、

年

に
は
特
定
電
子
工
業
及
び
特

定
機
械
工
業
振
興
臨
時
措
置

法

機
電
法

、

年
に
は

特
定
機
械
情
報
産
業
振
興
臨

時
措
置
法
を
そ
れ
ぞ
れ
施
行

し
、
高
度
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
の

開
発
を
後
押
し
し
た
。
税
制

面
で
も

年
に
高
性
能
Ｎ
Ｃ

工
作
機
械
な
ど
を
対
象
と
し

た
高
精
度
工
作
機
械
特
別
償

却
な
ど
が
制
度
化
さ
れ
、
需

要
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
の
生
産
推

移
を
み
る
と
、

年
は
１
４

５
１
台
、
金
額
ベ
ー
ス
で
は

２
４
３
億
円
で
、
全
工
作
機

械
に
占
め
る
Ｎ
Ｃ
機
の
比
率

は
８
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も

の
が
、

年
に
は
３
０
４
０

台
と
３
０
０
０
台
を
超
え
、

金
額
は
５
８
４
億
円
、
Ｎ
Ｃ

化
率
は

％
に
高
ま
っ
た
。

年
に
は
１
万
４
０
０
０

台
、
２
０
０
０
億
円
に
伸
長

し
、
Ｎ
Ｃ
化
率
は

％
と
拡

大
を
続
け
、

年
に
は
２
万

２
０
５
２
台
、
３
３
９
４
億

円
、
Ｎ
Ｃ
化
率
は
つ
い
に

％
と
過
半
を
超
え
た
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く


